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研究成果の概要（和文）：自律的学修の学修スキルの一つであるノート記録活動を中心に，その学習や内省に及
ぼす効果を定量的に検討した．このために，フルオンライン学習とブレンディッド学習の2種類のオンライン学
習において，調査分析を継続的に実施して効果を確認し，その指導法に関する検討を行った．
フルオンライン学習では，学習効果を検討するために，ノート記録活動における音声情報の効果を検討した．ま
た，ブレンディッド学習におけるノート記録活動が学習者の内省活動に及ぼす効果を大学の正規授業において，
2回の調査結果から学習者の変容とそれらの関係を分析した．さらに，ノート記録指導の効果を確認した．

研究成果の概要（英文）：The impact of lecturer's instructions on note-taking activities for student'
s learning performance and their reflection to promote self directed learning were evaluated during 
both fully online and blended learning courses of credited bachelor level. The methodologies of 
instructions were assessed.
In order to evaluate effectiveness of audio information lexical analysis was conducted for slide 
information, audio information and student's note taking activity during fully online course. 
Contributions of some indices of note-taking for audio information to test scores were examined 
using various analyses. The participant's self reflection during a blended learning course were 
analyzed to determine the contribution of note taking instruction using the results of two surveys. 
The impact of improvements in note-taking skills on changes in self-evaluation were examined.  

研究分野：教育工学
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１．研究開始当初の背景 
情報通信技術を活用した学習システムにお
いて，自律的学修を実現するための学修スキ
ルとしてノート記録活動に着目し，その効果
測定と指導法の開発を検討した． 
ビデオ教材などが中心となるフルオンライ
ン学習では，自律的かつ効果的な学習方法が
求められるが，明確な指針が得られていない．
自律的な学習活動と考えられるノート記録
活動に着目し，その学習活動を定量的に分析
することが考えられる．特に，説明資料や説
明音声などの映像音声による学習効果を定
量的に検討することが求められる． 
教員との対面授業においても自律的な学習
が重要であるが，このような学習者中心の学
習は自己調整学習としても検討されている．
すなわち，学生の自己省察を基に学習評価の
検討が求められる．特に，学習者の情意要因
と学習活動・学習成果との関連検討が必要で
ある．さらに，ノート記録活動による効果の
検証も必要である． 
 
２．研究の目的 
本研究ではオンライン学習でのノート記録
活動に着目し，学習者の学習活動，内省活動
を分析し，ノート記録活動による学習への効
果測定と，内省活動への効果を検討した． 
本研究の目的を以下に示す． 
・フルオンライン学習における音声情報がノ
ート記録活動に与える効果を，ノート記録か
ら分析明らかにすること． 
・自律的学修に関係する学習者の自己効力感，
学習に関する自己評価からなる内省の変化
とノート記録指導との関係を調べること． 
 
３．研究の方法 
(1) オンライン学習の内容 

① フルオンライン学習 
ICT 環境で対面授業のない大学学部の正規授
業である．主な学習教材はスライド情報とそ
れに同期した解説音声を記録した音声情報
である．学習者は，スライド情報と音声情報
に加えて，教科書を参考にしてそれぞれのペ
ースで学習できた．この授業では，学生に通
常の対面授業と同様にノート記録を取るよ
うに指導し，15 回分のうち 13 回について学
生ノートを調査した． 
調査対象として有効な学生数は 54 名であっ
た． 
② ブレンディッド学習 
双方向型遠隔教育の授業で，書画カメラの映
像を投影しながら説明された．教室外では，
オンライン学習環境(LMS)のオンラインテス
トも利用させた．授業ではノート記録につい
て指導するとともに，週ごとにノート提出を
求めた． 
上記の2回の調査に対応する回答が取得でき
たのは，54名であった． 
 
(2) 学習者特性 

学生の特性を把握するために，以下の調査を
実施した．ノート記録スキル，自己効力感は
授業期間中に 2回調査した． 
① 性格5因子: 受講学生の性格を Big5と言
われる性格 5 因子を測定した．すなわち，
IPIP-1「外向性」，IPIP-2「協調性」，IPIP-3
「勤勉性」，IPIP-4「情緒安定性」，IPIP-5「開
放性」の 5因子である． 
② 情報リテラシー: 情報リテラシー調査項
目を用いた．最終的には，スキル(IL-1)と態
度(IL-2)の 2因子構造として評価した． 
③ 学習経験: 学習者のオンライン学習の経
験を 3因子で評価した．第 1因子 e-Learning
の教材評価(LE-1)，第 2因子 学習習慣(LE-2)，
第 3因子 学習方略(LE-3)の 3 因子である． 
④ ノート記録スキル: ノート記録スキル 3
因子を抽出した．ノート機能の理解
(NT-F1)：「授業中にとるノートは講義内容の
理解のためである」など． 
ノートの利用方法(NT-F2)：「授業の後にノー
トに追加情報を書き加えている」など． 
ノートの表現(NT-F3)：「ノートは授業を受け
ていない人でも内容がわかるようにしてい
る」など． 
⑤ 自己効力感と自己評価 
Pintrich and Goot(1990)の自己効力感尺度， 
授業評価などで用いられている自己評価質
問項目を用いた． 
 
(3) ノート記録内容の言語分析 
学生のノート内容は，図表以外を電子テキス
トに変換して分析した．フルオンライン学習
では，教材情報である提示スライドの内容，
読み上げ原稿があらかじめ用意されていた
音声解説の内容も，同様にテキスト化した．  
その結果，3 種類のテキストが用意された．
これらのテキストから形態素解析によって
名詞を抽出し，その頻度や名詞間の出現順序
情報を収集した．これらの言語分析から，以
下の指標を算出した． 
a. 単語割合(WD)：スライドで提示された単
語数に対するノートに記録された単語数の
割合 
b. カバー率(CV)：スライドで提示された単
語をノートに記録した割合 
c. 音声情報の単語割合(WD-a)：音声で話さ
れた単語数に対するノートに記録された単
語数の割合 
d. 音声情報のカバー率(CV-a)：音声で話さ
れた単語をノートに記録した割合 
これらの言語的な特徴をノート記録の特徴
とした．ノートに記録内容を比較するために，
学生が記録したノートと教員の提示情報間
の距離尺度を用いて，文書間の関係を検討し
た．この距離尺度を用いて，次の指標を定義
する． 
e. 加筆距離(AD)：ノート記録がスライド情
報に対して単語間の隣接関係を追加した場
合の距離．なお，スライドに現れた単語間に
関係を追加した場合を「充填加筆」(AD:fil)，



スライドに現れない単語を追加した場合を
「拡充加筆」(AD:ext)とする．  
f. 不足距離(FU)：スライド情報で示されて
いる関係を省略した場合の距離を不足距離
とする． 
g. 音声情報加筆距離(AD-a)：音声情報に対
して，単語間の隣接関係を追加した場合の距
離．前述の加筆距離と同様に，音声情報で出
現していた単語間に関係を追加した場合に
「音声充填加筆」(AD-a:fil)，音声情報にな
かった単語に関係を追加した場合を「音声拡
充加筆」(AD-a:ext)とする． 
h. 音声情報不足距離(FU-a) : 音声情報での
単語の隣接関係を省略した場合に発生する
距離とする． 
さらに，これらの距離は教材で提供されるス
ライド情報や音声情報での単語数の影響を
受けることから，教材での情報を標準として，
距離も標準化して評価した．  
 
４．研究成果 
(1) ノート記録活動と学習成果との関連 
① 指標間の相関分析 
ノート記録の指標がテスト得点に及ぼす影
響を調べるために，テスト得点との相関係数
を算出した結果，2つの単語割合(WD と WD-a)
がテスト得点と有意な相関関係にあった．音
声情報のカバー率(CV-a)との相関係数は有
意であるが，スライド情報のカバー率(CV)と
の相関は顕著ではなかった．  
これらの結果で，音声情報のカバー率がテス
ト得点とも関連していることから，ノート記
録の主な情報源は音声情報であると考えら
れる．また，いずれのテスト得点でも同程度
の関連が見られることから，音声情報が有効
な情報源になっていることがわかった． 
情報源とノート記録との距離指標とテスト
得点との相関係数を比較した結果，スライド
情報(AD)，音声情報への加筆距離(AD-a)で有
意な相関係数が得られた．さらに，それぞれ
の充填距離(AD:fil)や拡充距離(AD:ext)と
も相関関係が見られた．特に音声情報の加筆
距離との相関係数は，スライド情報との相関
係数よりも大きく，音声情報への加筆である
音声情報充填距離や音声情報拡充距離との
相関係数もスライド情報の場合よりも大き
くなった．これらの結果から，ノート記録へ
の記入に音声情報の寄与が大きいことや，ス
ライド情報への加筆の多くが音声情報に基
づくものと考えられる． 
不足距離は単にノート記録を省略した場合
だけでなく，学習者が理解している同意語
(パラフレーズ)に置き換える活動の指標に
もなる．この傾向はテスト得点と音声情報の
不足距離(FU-a)において顕著で，負の有意な
相関係数が示された． 
② ノート記録指標による最終テスト得点へ
の回帰分析 
音声情報加筆距離の最終テスト得点への寄
与が認められたので，その関連を調べた結果， 

ノート記録の評定値は音声情報加筆距離に
よってほぼ 2分された．さらに，正の相関関
係があることから，音声情報加筆距離が最終
テスト得点に寄与していることを確認した． 
次に，音声情報不足距離の最終テスト得点へ
の寄与を同様に検討したところ，音声情報不
足距離とともに最終テスト得点が低下して
おり，音声情報の記録が重要であることが示
された．この場合も，音声情報不足距離の寄
与は有意であるが，ノート記録の評定値によ 
る群の影響は有意ではなかった． 
これらの結果が示すように，いくつかのノー
ト記録指標は最終テスト得点に影響してい
るが，それら単独で最終テスト得点への寄与
が説明できず，複数の指標が関係しているこ
とがわかる． 
③ テスト得点の重回帰予測 
学習者特性も考慮して最終テスト得点への
寄与を検討した先行研究を基に，音声情報に
関するノート記録の指標の寄与を検証した． 
学習者特性やノート記録指標など合計で 24
の変数と 3つのテスト得点，オンラインテス
ト(OT)，確認テスト(WT)，最終テストとの関
係をステップワイズ法による変数選択を用
いて重回帰分析で検討した．その結果，全体
の説明率を見ると最終テストで 0.35，確認テ
ストで 0.54，オンラインテストで 0.41 であ
った．学習活動に位置づけられる確認テスト
やオンランテストの説明率が高かった． 
一方，予測に用いられる変数を見ると，音声
情報加筆距離(AD-a)や加筆距離(AD)，音声情
報不足距離(FU-a)のように音声情報や加筆
に関する指標が寄与していることがわかっ
た．このほか，基本的な学習態度に関係する
学習者特性の指標が選択された． 
これらの結果から，ノート記録活動の指標の
うち，特に音声情報に関する指標が学習成果
に寄与していることを追認した．特に，最終
テストや確認テストで，性格の変数が選択さ
れている点が興味深い． 
 
(2) 自己内省との関連 
① 自己効力感と自己評価の授業内での変化 
自己効力感について前半と後半との間で平
均値差の検定をすると，4項目において 1%水
準で有意差があり，授業進度によって，学習
者の自己効力感が低下していることがわか
った．自己効力感の因子として抽出した，第
1 因子の「態度自信」が低下したことによる
と考えられた．第 2因子の「能力自信」の変
化は見られなかった． 
自己評価の変化を調べると，「満足度」につ
いては 2回目の調査で有意に低下した．これ
は一部の学生が学習内容の理解について困
難さを感じためと考えられる． 
② ノート記録スキルの変化 
ノート記録スキルの3因子の変化を調べた結
果，第 2因子，第 3因子では 1%水準で，第 1
因子では，10%水準での有意に向上した． 
 



③ 学習者の内省に及ぼす効果の検討 
ノート記録と学習者の内省評価のうち「学習
時間」に関係する項目との関係について，関
係を調べた．分析の結果，調査の前半，後半
とも，因子「ノート機能」や「自己努力」が
「教室外学習」「学習時間」に影響を与える
ことがわかった．また，「ノート機能」から
「自己努力」への直接関係が，ノート指導に
よって「シラバス」を経由する間接効果に変
化した．ノート記録を促進することで，シラ
バスの機能が活かされ，学習活動に貢献して
いると考えられる． 
情報リテラシーによる学習時間への効果を
検討した結果，情報リテラシーのスキル因子
が，後半で「シラバス」や「自己努力」に影
響を与えて，「授業外学習」への間接的な影
響を大きくした．情報リテラシーのスキルは，
オンラインテストなどの授業外での学習と
も関係すると考えられるため，授業内での変
容が見られたと考えられる． 
自己効力感のうち「態度自信」は，「理解度」
「達成度」「満足度」に影響を与えている．
このうち，「理解度」「達成度」は後半の係数
が大きくなっており，授業での「態度自信」
の向上との関係が考えられる．ただし，ノー
ト記録スキルと自己効力感との間では顕著
な関係が見られず，ノート記録による効果は
大きくないと判断される．一方，「自己努力」
は「理解度」「達成度」に寄与することが確
認できる． 
④ 調査指標差分の関係 
ノート記録スキル指導による変容が認めら
れたことから，各指標の変化量に関する相互
関係を検討した．その結果，ノート記録スキ
ルの第 1因子「ノート機能」や第 3因子「ノ
ート表現」の変化が，「シラバス」「授業外学
習」「自己努力」「学習時間」に影響を与えた．
また，「シラバス」や「自己努力」は「理解
度」に影響を与え，「理解度」からは「達成
度」「満足度」にそれぞれ波及している． 
これらの間接効果を考えると，ノート記録ス
キルの向上が学生の内省活動の変化に影響
を与えることがわかった． 
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